
平成２６年度 奈良県指定文化財指定諮問一覧

種 別 番号 名 称 員数 所 在 地 所有者 備 考

１ 日本聖公会奈良基督 教会 ２棟 奈良市登大路町４ 日本聖公 建造物
に ほんせいこうかい な ら き りすときようかい に ほん せい こう

４番地１、２ 会奈良基
かい な ら きり

督教会・
すときようかい

親愛学園
しんあいがくえん

２ 木造井上内親王坐像 １躯 五條市霊安寺町２ 御霊神社 彫刻
もくぞう い のえないしんのう ざ ぞう ご りようじんじや

２０６番地

有形文化財

３ 紙本墨画伊勢曼荼羅図 ２幅 奈良市菩提山町１ 正 暦寺 絵画
し ほんぼく が い せ まん だ ら ず しようりやく じ

５７番地

４ 黒漆彩色華形大壇 １基 天理市柳本町５０ 長岳寺 工芸品
こくしつさいしきはながただいだん ちようがく じ

８番地

５ 紙本墨書信貴山寺資財帳 １巻 生駒郡平群町信貴 朝護孫子 古文書
しほんぼくしょ し ぎ さ ん じ しざいちょう ちよう ご そん し

山２２８０番地 寺
じ

６ 久渡３号墳出土品 銅鏡１面、 北葛城郡上牧町大 上牧町 考古資料
く ど ごうふん

鉄剣・鉄槍 字上牧３３５０番

２口、 地

鉄鏃４本、 （上牧町役場）

土師器一括

民俗文化財 ７ 陀々堂の鬼面 ４面 五條市北山町９３ 念仏寺 有形民俗
だ だ ど う おにめん ねんぶつ じ

０番地の２

（五條文化博物館）

※諮問物件 ７ について、員数を変更。「３面」→「４面」。



平成 26 年度 奈良県指定文化財候補 諮問物件の概要 

※   ：11 月 14 日定例教育委員会資料に修正加筆した箇所 

７ 陀々堂
だ だ ど う

の鬼面  ４面  ［有形民俗文化財］ 

 

 ［所在地］ 五條市北山町９３０番地の２（五條文化博物館） 

 ［所有者］ 五条市大津町
おおづちょう

１２７番地 念仏寺 

 ［法 量］ (父鬼面) 全長６０.１㎝、(母鬼面) 全長５１.４㎝、(子鬼面) 全長４６.４㎝ 

       (鬼面)  全長２７.５㎝ 

［時 代］ 室町時代中期 

 ［概 要］ 

五條市大津町の念仏寺の本堂、通称「陀々堂」では五穀豊穣、悪霊調伏の年頭祈願である

修正会結願
しゅしょうえけちがん

の行事として毎年１月１４日に鬼はしりがおこなわれる。念仏寺は平安時代末期に東

大寺領として記録に現れる坂合部郷全体の郷寺であり、現在は阪合部１４地区でこの行事が運営

されている。大般若経の転読、昼の鬼はしり、柴燈護摩
さ い と う ご ま

に続いて、赤鬼面をつけ右手に斧を持っ

た父鬼、青鬼面をつけ捻木
ね じ き

を持った母鬼、赤鬼面をつけ槌を持った子鬼の３人の鬼が松明を手に

堂内をまわる夜の鬼はしりがおこなわれる。文明１８年（１４８６）の鬼面の墨書銘や明応５年

（１４９６）の『坂合部
さ か い べ

郷
ごう

定書
さだめがき

』からは１５世紀中頃には鬼面をもちいたオコナイ行事が成立

していたことが推測される。また、安永２年（１７７３）に記されたとされる「大津村村鑑明細帳
むらかがみめいさいちょう

」には鬼はしりの詳細な次第が記録されている。 

昭和３５年まで使用されていた鬼面３面はいずれも針葉樹の一材で、赤鬼である父鬼面は阿形

で二本角、青鬼である母鬼面は吽形で一本角、子鬼面は阿形で二本角ある。いずれも墨書銘から

文明１８年（１４８６）に念仏寺別当であった頼澄
らいちょう

の注文によって坂合部郷山陰
やまかげ

村
むら

の右兵衛二

郎が製作したものであることがわかる。また、上記以外に本尊の面であると伝えられる、同時期

の製作と推測される鬼面が行事の間、阿弥陀如来の須弥壇前に安置されていた。 

これらの鬼面は村の修正会でもちいられてきた、１５世紀の製作になる鬼面として貴重である

。なお、「陀々堂の鬼はしり」は平成七年度に国の重要無形民俗文化財に指定されている。 

    

父鬼面        母鬼面        子鬼面       鬼面 
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